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検索→

今
、
地
球
規
模
の
危
機
が

迫
っ
て
い
る
と
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
大
げ
さ
と
言

う
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
そ
う
で
し
ょ
う
か
▼
第
一
は
地

球
温
暖
化
で
、
海
面
上
昇
（
海
氷
や

氷
河
、
氷
床
の
融
解
）
や
熱
波
・
干

ば
つ
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
な
ど
気
温

上
昇
に
よ
る
気
候
変
動
を
引
き
起
こ

し
人
間
だ
け
で
な
く
動
植
物
の
生
態

系
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
異
常
気

象
の
発
生
す
る
頻
度
が
高
ま
り
嵐
が

強
大
化
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ

ま
す
▼
第
二
は
「
戦
争
」
が
身
近
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
実
験
、
中
国
と
台
湾
問
題
、
な
に

よ
り
日
本
の
軍
事
予
算
が
毎
年
増
え

て
６
兆
円
を
超
え
た
中
で
、
「
専
守

防
衛
」
と
し
て
き
た
も
の
を
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
も
専
守
防
衛

の
範
囲
内
と
憲
法
解
釈
を
変
更
し
て

き
て
い
ま
す
▼
第
三
は
原
発
問
題
で

す
。
福
島
原
発
事
故
は
い
ま
だ
、
原

子
炉
の
修
復
、
汚
染
水
、
放
射
性
廃

棄
物
な
ど
様
々
な
問
題
が
解
決
し
て

い
ま
せ
ん
。
避
難
さ
れ
た
方
々
も
戻

る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
す
▼
ど

の
問
題
が
起
き
て
も
地
球
規
模
で
の

惨
劇
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
人

間
の
知
恵
を
も
っ
て
す
れ
ば
避
け
る

こ
と
が
可
能
と
も
思
い
ま
す
▼
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
の
二
酸
化
炭
素
排
出

を
減
少
、
戦
争
回
避
の
た
め
の
外
交

努
力
、
原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
変
換
な

ど
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め

る
べ
き
で
す
。

花言葉：恋の喜び

ア
ザ
レ
ア

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

２
３
春
闘
で
電
機
連
合
で

も
、
12
の
中
闘
組
合
の
す
べ

て
に
賃
金
水
準
改
善
「
７
千

円
」
の
満
額
回
答
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
中
闘
組
合
が
そ
ろ
っ

て
満
額
回
答
と
な
っ
た
の
は

確
認
で
き
る
限
り
で
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

要
求
が
低
す
ぎ
た
？

し
か
し
、
改
善
分
７
千
円

は
２
％
相
当
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

物
価
上
昇
分
（
１
月
の
消
費

者
物
価
上
昇
率
は
前
年
比
4.1

％)

の
水
準
に
及
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
、
要
求
が
低
す
ぎ

た
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま

す
。

賃
金
が
上
が
ら
な
い
国
と
、

人
材
確
保
に
迫
ら
れ
る

連
合
労
組
は
「
歴
史
的
な

回
答
」
と
評
価
し
て
い
ま
す

が
、
大
幅
賃
上
げ
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
を
つ
く
り
出

し
た
国
民
的
世
論
の
力
と
、

企
業
の
抱
え
る
人
材
確
保
の

必
要
性
に
よ
る
も
の
と
言
え

ま
す
。
先
進
国
で
唯
一
賃
金

が
下
が
り
続
け
、
韓
国
よ
り

も
賃
金
が
低
く
な
っ
た
と
す

る
状
況
が
、
経
団
連
に
賃
上

げ
を
「
企
業
の
社
会
的
責
務
」

と
言
わ
せ
、
政
府
も
物
価
上

昇
を
上
回
る
賃
上
げ
を
労
使

に
要
請
す
る
異
例
の
事
態
を

つ
く
り
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
国

際
競
争
力
を
高
め
る
為
に
も
、

日
本
の
低
賃
金
は
そ
の
足
か

せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
評
価
で
賃
下
げ
も

Ｏ
Ｋ
Ｉ
も
賃
上
げ
は
満
額

の
７
０
０
０
円
を
回
答
す
る

も
、
「
個
人
成
績
に
応
じ
た

配
分
」
と
し
、
評
価
い
か
ん

で
は
賃
下
げ
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
一
時
金
は
４
．

１
か
月
ど
ま
り(

要
求
は
５
か

月)

。
今
春
闘
最
大
の
課
題
で

あ
る
非
正
規(

契
約
・
臨
時
・

パ
ー
ト
）
の
賃
金
や
一
時
金

の
増
額
は
「
現
行
通
り
」
と

進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

帝国データバンクの調査・分析

４
月
以
降
の
食
品
値
上
げ

年
間
２
万
５
７
５
０
円

OKIの賃金制度

電機各社の大卒初任給の増額



契約高 契約金額 売上高 契約高の 自民党献金

上位１０社 （億円） （億円） 売上高比 （万円）

三菱重工業 4591 38602 11.9% 3300

川崎重工業 2071 15008 13.8% 300

三菱電機 966 44767 2.2% 2000

日本電気 900 30141 3.0% 1500

富士通 757 35868 2.1% 1500
東芝インフラシステムズ 664 6547 10.1%

IHI 575 11729 4.9% 1000

SUBARU 417 35000 1.2% 1700

日立製作所 342 102646 0.3% 4000

沖電気工業 277 3521 7.9% 0

  １９４５年6月採択・国連憲章

前文 我ら連合国の人民は、我らの一生の

うち２度まで言語に絶する悲哀を人類に与

えた戦争の惨劇から将来の世代を救うこと

を決意して国際連合を設ける。

第２条④ 全ての加盟国は武力による威嚇

又は武力の行使を、いかなる国の領土保全

又は政治的独立に対するものも慎まなけれ

ばならない

１９４６年１１月公布 日本国憲法

憲法９条  戦争の放棄・軍備及び交戦権

の否認

国是「専守防衛」：相手から武力攻撃を受

けた時初めて防衛力を行使し、その態様も

自衛のための必要最小限にとどめ、また保

持する防衛力も自衛のための最小限に限る

パ
ソ
コ
ン
の

納
期
遅
延
に
注
意
を

【
埼
玉
・
蕨
】

こ
こ
数
年
で
世
界
的
に

発
生
し
て
い
る
半
導
体
不

足
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
必
需

品
で
あ
る
パ
ソ
コ
ン
の
調

達
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
本
体

や
パ
ー
ツ
も
品
薄
の
状
態

が
続
い
て
い
る
た
め
で
あ

り
、
最
近
で
は
リ
ー
ス
契

約
で
１
ヵ
月
後
の
入
手
を

目
処
に
発
注
し
た
と
こ
ろ
、

２
～
３
ヵ
月
程
経
過
し
て

よ
う
や
く
入
手
で
き
た
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
注
文
が
殺
到
す
る
繁

盛
期
（
３
～
４
月
）
は
注

意
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ

う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
時

間
的
に
か
な
り
余
裕
を
も
っ

て
発
注
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

月
給
制
に
改
定
を
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

世
間
で
は
間
も
な
く
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
な
り

ま
す
。
嬉
し
い
反
面
、
時

給
制
で
働
い
て
い
る
と
休

ん
だ
分
、
支
給
金
額
が
ガ

ク
ン
と
下
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
５
日
間
の
休
み
で
、

４
分
の
１
の
金
額
が
減
る

こ
と
に
な
り
「
４
月
に
時

給
か
ら
月
給
制
に
代
わ
る

関
連
子
会
社
の
契
約
社
員

が
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
」

と
の
声
。
同
じ
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
に
、
納

得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
会
社
は
契
約
社

員
の
待
遇
の
格
差
に
つ
い

て
「
法
令
に
基
づ
い
て
、

適
切
に
制
度
改
定
を
し
て

い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
言
葉
通
り
に
格

差
の
改
善
を
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

契
約
社
員
の
給
料
が

月
給
制
に
な
り
ま
す

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
工
場
内
の
契
約
社

員
の
給
料
は
、
こ
れ
ま
で

月
給
制
と
時
給
制
が
混
在

し
て
い
ま
し
た
。
先
月
会

社
か
ら
の
説
明
で
、
４
月

か
ら
月
給
制
に
統
一
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
時
給
制
の
社
員

は
、
長
期
休
暇
が
あ
る
月

は
給
料
が
大
幅
に
下
が
り
、

月
給
制
へ
の
移
行
を
望
む

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

長
年
の
思
い
が
や
っ
と
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
多
く

の
社
員
が
喜
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
で
５
月
連
休
や
夏
休

み
な
ど
が
あ
っ
て
も
給
料

が
下
が
る
こ
と
が
な
く
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
長
年
働
い
て

い
て
も
給
料
が
上
が
ら
な

い
と
物
価
高
の
中
、
生
活

の
苦
し
い
状
況
は
続
く
ば

か
り
で
す
。
今
春
闘
の
７

０
０
０
円
満
額
回
答
に
な

ら
っ
て
契
約
社
員
の
賃
上

げ
が
必
要
で
す
。
正
社
員

だ
け
が
優
遇
さ
れ
る
日
本

の
労
使
関
係
の
改
革
が
求

め
ら
れ
、
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
の
原
則
で
、
契

約
社
員
の
大
幅
賃
上
げ
に

踏
み
切
る
時
で
す

新
た
な
決
意
と

希
望
を
胸
に

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

休
職
期
間
満
了
・
解
雇

さ
れ
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
シ
ャ
ー

プ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
の
伊
草
さ
ん
が
裁
判
や

当
ユ
ニ
オ
ン
の
団
体
交
渉

を
通
じ
て
３
月
16
日
に
職

場
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

不
当
解
雇
か
ら
実
に
４
年

５
ヵ
月
ぶ
り
の
職
場
復
帰

で
す
。
伊
草
さ
ん
は
、

「
自
分
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
、
他
に
も
苦
し
ん
で

い
る
労
働
者
が
い
る
。
そ

の
為
に
も
頑
張
っ
て
い
く
」

と
決
意
し
て
職
場
復
帰
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
電
機
の
職
場
で
横

行
す
る
精
神
疾
患
の
労
働

者
を
職
場
か
ら
追
い
出
す

会
社
施
策
を
許
さ
ず
、
労

働
者
の
雇
用
と
生
活
を
守

る
上
で
貴
重
な
成
果
と
な

り
ま
し
た
。

★ 大軍拡・大増税では国民の暮らしが壊れる ★ ２０２３年 ４月 第４１７号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
７
８
回

軍
需
産
業

武力介入せず各国の主権・独立を守ることが平和の道

２０２１年防衛装備庁契約実績、売上高は
２２年３月期有価証券報告書、献金は政治資金収

支報告書調べ。

沖電気は契約金額１０位。契約額２７７億円は
政府調達額１兆８０３１億円の１.５％。

売上高比（防需率）は７.9％の高率です。

政治献金は２０００年以降はしていません。過

去に９０年に自民党に３３５０万円などの実績。

方
針
転
換

敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有

政
府
は
２
０
２
２
年
12

月
、
国
会
に
も
国
民
に
も
説

明
せ
ず
「
閣
議
決
定
」
。

「
反
撃
能
力
」
の
名
で
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
宣
言

し
、
政
府
自
身
が
原
則
と
し

て
き
た
「
専
守
防
衛
」
か
ら

の
転
換
を
表
明
。
増
税
を
含

む
軍
拡
路
線
を
鮮
明
に
し
、

平
和
、
暮
ら
し
が
危
機
に
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
は
国
連
憲
章
や

日
本
国
憲
法
９
条
さ
ら
に

日
米
軍
事
同
盟
を
考
え
る

機
会
を
与
え
て
い
ま
す
。

第
一
次
と
第
二
次
戦
争
の

犠
牲
者
は
８
千
万
人
超
。

こ
の
悲
哀
を
人
類
に
与
え

た
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
国
連
憲
章
は
作
ら

れ
た
。
19
世
紀
ま
で
は
戦

争
は
国
家
の
主
権
行
使
と

し
て
容
認
さ
れ
て
い
た
が

こ
の
「
武
力
行
使
禁
止
」

の
ル
ー
ル
で
、
犠
牲
者
は

減
少
し
た
が
、
朝
鮮
戦
争
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
イ
ラ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
国
に
よ
り
、

犠
牲
者
は
続
出
。

世
界
の
平
和
と
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
は
国
連
憲

章
に
基
づ
き
軍
事
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
作
ら
ず
、
平
和
的

な
話
し
合
い
で
解
決
す
る

事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

憲法

破壊

犠牲

減少

国
内
総
生
産
（G

D
P

）
比

２
％
の
軍
事
費

今
よ
り
、
５
兆
円
増
に
な

る
。
５
兆
円
あ
れ
ば
「
◎
◎

が
で
き
る
」
と
代
案
し
き
り
。

例
え
ば
、
全
国
民
の
医
療
費

（
窓
口
負
担
）
の
５
兆
円
に

充
て
れ
ば
医
療
費
無
料
と
。

防
衛
か
ら
攻
撃
へ

２
０
１
５
年
に
新
安
保
法

制
で
「
戦
争
で
き
る
国
」
へ

踏
み
出
し
た
政
府
は
新
た
に

国
家
安
全
保
障
戦
略
な
ど

「
安
保
関
連
三
文
書
」
改
定

し
「
先
制
攻
撃
」
戦
略
へ
転

換
。

軍
事
費
増
額
反
対
の
声

は
無
視
さ
れ
、
蛮
行
が
続
く
。

防
衛
費
５
年
間
で
４
３
兆
円

世
界
３
位
の
軍
事
大
国
に

戦
争
が
始
ま
る

雰
囲
気


